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委員会 施設委員会 担当者氏名 宮下 寛 

〔現状〕 

１．JFL以上の公式戦が行える施設がアルウィンほか数箇所しか存在しない。また、アルウィ

ン周辺の深刻な駐車場不足および公共交通機関からのアクセス不良。 

２．芝生グラウンド（人工芝含む）の絶対的個数の不足。 

３．各地域における裾野的グラウンドの設備（ゴール等）の整備不足。 

〔目標〕 

5～10年後 

１．アルウィン周辺における施設整備（駐車場および施設拡充）。 

２．南佐久郡川上村のフットボールパークの整備実現。 

  

20年後 

１．アルウィン周辺の総合的なインフラ整備の完了。 

２．川上村フットボールパークでのJFA主催事業の定例化。 

３．県内、芝生グラウンドの箇所数が１５０箇所を超える。 

  

20年以降50年後 

１．ドーム型専用球技場（３万人以上収容）建設－完成。 

２．県内、芝生グラウンドの箇所数が２００箇所を超える。 

３．県内どこの公園にもキックボード備え付けの芝生スペースの完備。 

〔目標達成のための具体的な取り組み〕 

  

１．長野県５か年計画への要望書提出（６月末提出済み）。 

アルウィン周辺の土地利用について概要を提案。今後関係部署と調整予定。 

  

２．川上村フットボールパーク計画資料作成。 

川上村長の意向により提案書を作成しJFAに提案（丹羽会長－窓口）。 

  

３．各地域裾野的グラウンドへのゴール配備（毎年実施－継続中） 


